
腎泌尿器センター腎臓内科 
 

 

a. 体制 …当該年度の特徴・スタッフ等 

I. 診療体制 

●主任部長：塚本達雄(血液浄化センター長、腎泌尿器センター長、兼務) 

 学 歴：昭和 60 年 神戸大学卒    

 専 門：内科学、腎臓病学、透析療法学 

 資格等：医学博士、日本内科学会認定医・同総合内科専門医、日本腎臓学会認定専門医・

評議員、日本透析医学会専門医・指導医、日本急性血液浄化学会認定専門医・理事、日本

アフェレシス学会認定血漿交換療法専門医・評議員、日本アフェレシス学会関西地方会理事 

●副部長：米本智美 (健診部兼務) 

 学 歴：平成２年 関西医科大学卒     

 専 門：内科学、腎臓病学、透析療法学 

 資格等：医学博士、日本内科学会認定医、同認定指導医、日本腎臓学会認定医、同認定指

導医、日本透析医学会認定医、同認定指導医 

●副部長：鈴木洋行 (血液浄化センター担当) 

 学 歴：平成６年 浜松医科大学卒 

 専 門：内科学、腎臓病学、透析療法学 

 資格等：医学博士、日本内科学会認定総合内科専門医、同認定指導医、日本腎臓学会評

議員、日本腎臓学会認定専門医・指導医、日本透析医学会専門医 

●副部長：遠藤知美 (腎病理診断担当) 

 学 歴：平成１３年 滋賀医科大学卒     

 専 門：腎炎、慢性腎不全、腎尿細管再生研究 

 資格等：日本内科学会認定医、日本腎臓学会評議員、日本腎臓学会専門医・指導医、日本

透析医学会専門医 

●医員：垣田浩子(病棟医長、腎移植担当) 

 学 歴：平成２０年愛媛大学医学部卒 

 資格等：日本内科学会認定医、日本腎臓学会専門医、日本透析医学会専門医、移植学会

認定医 

●医員 ：高田大輔(H27 年 10 月～) 

 学 歴：平成２３年富山大学医学部卒 

 資格等：日本内科学会認定医 

●後期研修医：半田貴也 

 学 歴：平成２４年京都大学医学部卒 

●後期研修医：矢野景子 

 学 歴：平成２５年滋賀医科大学卒 

●後期研修医：石村拓也 

 学 歴：平成２５年京都大学医学部卒 

●後期研修医：森田元 

 学 歴：平成２6 年京都大学医学部卒 

●嘱託医：武曾惠理 

 学 歴：昭和５１年 京都府立医科大学卒    

 専 門：内科学、腎臓病学、透析療法学、臨床免疫学、循環病態学 

 資格等：医学博士、京都大学医学部附属病院 病理診断科・病理部、日本内科学会認定

医・総合専門医、日本腎臓学会認定専門医・指導医、日本透析医学会認定専門医・指導医、

日本循環器学会専門医 

 



看護師：看護部報告参照 

臨床工学技士：深澤 晃、辻 宜樹、祖開裕子、清家崇之、藤井雅基(ＭＥセンター、血液浄化

センター担当) 

スペシャル医療クラーク:赤松由香 

腎臓内科秘書：田中由美 

II.研究人員  

客員研究員：猪原登志子(京大病院、探索医療センター)、鳥越和雄(西神戸医療センター) 

研究補佐員：假屋理沙 

 

 

b. 診療実績 …臨床統計(手術件数、検査件数、患者数(外来/入院)、他)・研究等 

I. 腎臓内科としての診療 

１．外来診療：外来患者総数 ＊名、初診患者総数 ＊名、紹介患者数 ＊名 

 月 火 水 木 金 土 

 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 

５診 塚本 塚本 垣田 垣田 遠藤 遠藤 鈴木 鈴木 遠藤 交代 交代 

8診        塚本 垣田   

9診      塚本      

24診   武曾 武曾        

 

2. 慢性腎臓病地域連携：2009 年度に地域

医療連絡センターとの連携で北野～かかり

つけ医ネットワーク(K2 ネット)で構築された地

域連携クリニカルパスを使用し、3〜6 ヶ月毎

に連携診療を実施。2017 年 3 月末時点で、

患者実数：566 名 

 

3. 病棟診療 ：10 階西病棟、血液内科との

混合。新入院患者数 527 名、平均在院日数

11.3 日

  
①入院患者数および原因疾患 

腎炎・ネフローゼ症候群の検査・治療目的入院と慢性腎不全の検査・教育入院、バスキュラー

アクセス関連および透析導入目的が主体。 

②腎生検入院 

腎生検クリニカルパスを用いて月曜日入院、水曜日腎生検実施、金曜日朝まで５日間で実施

(毎週原則として 3 名まで)。腎生検診断は週 1 回の腎病理カンファレンスで討議・確定。 
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③慢性腎不全検査・教育入院 

従来からの教育入院に加えて、2012 年 12 月より多職種連携型クリニカルパスを用いた 1 週間

の慢性腎不全検査・教育入院を開始。地域から紹介された患者さんの場合には地域連携診療

へ移行して経過観察中。 

④看護師外来 

CKD 地域連携診療における外来患者指導、糖尿病透析予防指導としての生活指導、慢性腎

不全検査・教育入院時の患者指導および腎代替療法選択説明を、院内で作成した説明手順

に沿って継続中。 

 

 

II. 血液浄化センター 

1. ベッド数：同時透析数 31名(月、水、金は 2クール、火、木、土は１クール)、最大透析患者数

85 名 

2. 稼働率： ２８年度  午前９６．３% 午後９４．７% 

3. 対象患者：外来透析患者数約 60名、入院透析患者数約 25名。入院患者は検査・手術など

の予定入院の他、救急部からの緊急受け入れ対応あり。ICU および CCU での 24 時間以上の

持続的血液透析(CHD)や出張血液透析を適宜実施。アフェレシス治療は、消化器センター、

神経内科、腎臓内科、血液内科、リウマチ膠原病内科、小児科、婦人科、形成外科など多くの

科と協力して治療に当たっている。 
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4. 透析導入： ４１名の透析導入(血液透析３９名・腹膜透析２名) 

 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

透析導入

総数 

52 54 55 60 54 60 53 64 54 41 

腹膜透析 11 4 4 8 5 2 5 10 8 2 

透 析 相

談・看護

師外来 

48 65 227 162 160 172 228 398 397 399 

 

5. 体外循環治療の内訳：体外循環総数 12922 回の体外循環治療を施行 

               HD 
(CHD 含

む) 

血漿交

換 
血液吸着 PBS-C

H 
G-/L-C

AP 
腹水濃

縮 
LDL-A IAPP PMx 

2011 12656   54 5 48 43 16 121 19 
2012 12648 69 30 7 30 16 153 10 
2013 12535 75 52 6 2 16 198 27 
2014 12139 46 34 0 2 20 201 27 
2015 12233 102 44 0 2 33 114 20 
2016 12563 52 53 0 0 22 59 28 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

6. 出張血液浄化：ICU 293 件、CCU 66 件、その他 6 件の出張血液浄化(血液透析および血

漿交換)を施行した。 

 

7. 急性腎不全：17例の急性腎不全患者に対して血液透析・持続的血液透析を行ない 12名が

離脱、1 例が維持透析へ移行、4 名が死亡した。 

 

8. 外科手術：腎臓内科に併診のもとで周術期透析を施行。 

 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

副甲状腺           

全摘術 23 8 2 1 14 3 1 1 0 0 

PEIT 0 0 0 0  0 0 0 0 0 

透析アミロイドー

シス 

 

手根管症候群 3 4 1 0 2 0 0 0 2 2 

バネ指 0 0 3 0 2 0 0 0 0 0 

その他の骨関節 7 14 10 11 3 0 0 4 1 2 

循環器系  

弁置換・CABG・

大動脈瘤など 

1 1 3 10 6 9 6 5 7 5 

PTCA・ステン

ト・PCI等 

1 16 8 7 12 10 13 20 18 8 

消化器系  

外科手術 2 8 15 8 7 2 9 8 7 10 

内視鏡手術 3 1 27 27 6 9 5 21 11 10 

インターベンシ

ョン 

4 0 6 10 1 2 4 3 3 2 

眼科系 17 27 17 25 6 16 18 13 15 9 



脳神経外科系 1 5 3 2 6 2 0 2 2 2 

閉塞性動脈硬化症  

外科手術 2 11 2 20 1 1 1 0 1 0 

インターベンシ

ョン 

3 1 4 5 1 7 14 14 18 5 

その他の手術 8 11 43 47 19 38 30 25 27 22 

総数 75 107 144 146 86 99 104 116 112 77 

 

9. バスキュラーアクセスの作成・管理 

 2011 2012 2013 2014 2015 2016 

自己血管吻合 

(心外手術) 

42 42(7) 55(10) 70(18) 44 92 

(25) 

人工血管(心外手術) 0 2 1 1 1 1 

インターベンション 78 88 85 55 62 71 

その他      2 

 

10. 腎移植 

 2012 2013 2014 2015 2016 

自院で移植 2 1 2 2 1 

退院で移植 0 1 0 2 2 

外来患者総数 29 21 15 24 26 

 

(延外来患者数 12,571 人 延入院患者数 6.023 人) 

  



 

c. 研究実績 …論文・学会発表のテーマ・発表者 

 

学会発表 
1. 中村雅美、森下久美子、鈴木洋行、武曾惠理：ワークショップ透析患者の終末期

に於ける看護の役割 病院の立場から終末期看護を考える：第 61 回日本透析医

学会学術集会 2016.6.10-12 大阪 
2. 鈴木洋行、石村拓也、矢野景子、半田貴也、有安由紀、高田大輔、垣田浩子、遠

藤知美、米本智美、武曾惠理：4 年間のリン吸着剤処方の変移とリンコントロー

ルの推移：第 61 回日本透析医学会学術集会 2016.6.10-12 大阪 
3. 矢野景子、石村拓也、半田貴也、有安由紀、新川神奈、高田大輔、垣田浩子、遠

藤知美、鈴木洋行、米本智美、武曾惠理：悪性高血圧にて透析導入となり、10 年

以上後に膀胱褐色細胞腫と診断された 1 例：第 61 回日本透析医学会学術集会 

2016.6.10-12 大阪 
4. 塚本達雄、藤元正人、江口明子、吉田和広、安馬雅範、柳田素子：血液浄化器取

り違え事故再発防止策としての院内教育：第 61 回日本透析医学会学術集会 

2016.6.10-12 大阪 
5. 戸田尚宏、塚本達雄、柳田 素子：オンデマンド型透析情報提供システムの開発：

第 61 回日本透析医学会学術集会 2016.6.10-12 大阪 
6. 塚本達雄、松原孝之、明石有加、近藤守寛、柳田素子：慢性維持血液透析患者に

おける年間 500mg 含糖酸化鉄分割投与による体内鉄動態変化：第 61 回日本透析

医学会学術集会 2016.6.10-12 大阪 
7. 柴田裕太、山本晃市、吉田和広、安馬雅範、塚本達雄、柳田素子：クリットライ

ンモニターを用いた血液透析(HD)併用血漿交換(PE)時の循環血液量(BV)測定の有

効性と安定性に関する検討：第 61 回日本透析医学会学術集会 2016.6.10-12 大

阪 
8. 坂井薫、塚本達雄、山田博之、秦浩一郎、岡島英明、上本伸二、柳田素子：急性

肝不全に伴う肝性脳症に対するオンライン血液ろ過透析(HDF)の有効性と安全性

に関する検討：第 61 回日本透析医学会学術集会 2016.6.10-12 大阪 

9. 有安由紀、鳥越和雄、垣田浩子、遠藤知美、鈴木洋行、米本智美、安田隆、安田

宜成、武曾惠理：IgA 腎症に対する肥満と脂質異常症の影響について：第 59 回日

本腎臓学会学術総会 2016.6.17-19 横浜 
10. 半田貴也、矢野景子、石村拓也、有安由紀、高田大輔、垣田浩子、遠藤知美、鈴

木洋行、米本智美、武曾惠理：IgA dominant postinfectious glomerulonephritis
の IgA 腎症との比較による病理所見及び予後解析：第 59 回日本腎臓学会学術総

会 2016.6.17-19 横浜 
11. 遠藤知美、板橋美津世、杉山隆夫、垣田浩子、湯村和子、城謙輔、鈴木和男、小

川弥生、武曾惠理：ANCA 関連血管炎の腎予後予測は、糸球体分類のみより尿細

管間質病変の評価追加が望ましい：第 59 回日本腎臓学会学術総会 2016.6.17-19 
横浜 

12. 長澤康行、奥崎大介、武曾惠理、山本陵平、新沢真紀、猪坂善隆、野島博、中西

健：末梢白血球の IFI27 は IgA 腎症の有用なマーカーである：第 59 回日本腎臓

学会学術総会 2016.6.17-19 横浜 
13. 天久朝廷、田浦大輔、曽根正勝、沼田朋大、塩田文彦、豊田太郎、佐藤泰憲、浅

香勲、武曾惠理、深津敦司、乳原善文、小泉昭夫、森泰生、中尾一和、長船健二：

ADPKD 特異的 iPS 細胞を用いた脳動脈瘤合併に関与する新規リスク因子の同

定：第 59 回日本腎臓学会学術総会 2016.6.17-19 横浜 
14. 鈴木洋行、石村拓也、矢野景子、半田貴也、有安由紀、高田大輔、垣田浩子、遠

藤知美、米本智美、武曾惠理：保存期慢性腎不全検査教育入院の腎機能低下抑制



効果の検証：第 59 回日本腎臓学会学術総会 2016.6.17-19 横浜 
15. 垣田浩子、岩崎由加子、矢野景子、石村拓也、半田貴也、有安由紀、高田大輔、

新川神奈、遠藤知美、鈴木洋行、米本智美、渡邊武、武曾惠理：難治性ネフロー

ゼ症候群における Low density lipoprotein apheresis(LDL-A)直後の血清 IL-10
上昇について：第 59 回日本腎臓学会学術総会 2016.6.17-19 横浜 

16. 新沢真紀、田中司朗、徳増裕宣、高田大輔、塚本達雄、柳田素子、川上浩司：神

戸市母子健診における低出生体重児と 3 歳児尿蛋白陽性リスクとの関連：第 59
回日本腎臓学会学術総会 2016.6.17-19 横浜 

17. 平木秀輔、田村寛、加藤源太、塚本達雄、柳田素子、黒田知宏：レセプト情報サ

ンプリングデータセットを用いた高血圧治療実態の検討：第 59 回日本腎臓学会

学術総会 2016.6.17-19 横浜 
18. 松原雄、近藤尚哉、西岡敬祐、船越太郎、堀松高博、福間真悟、武藤学、福原俊

一、塚本達雄、柳田素子：慢性維持透析患者のがん診療実態調査 Japan CAncer and 

hemoDialYsis Cohort(J-CANDY-C)の解析結果報告：第 59 回日本腎臓学会学術総
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